
２
月

13日
午
前
中
「
中
央

委
員
会
」
を
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
し

て
開
催
し

17単
組
支
部
ほ
か

41人
が
参
加
。
報
告
で
は
①

20秋
季
年
末
の
経
過
到
達
・

教
訓
課
題
、
②
中
間
決
算
、

③
会
計
監
査
、
方
針
で
は
①

春
闘
～
夏
季
の
要
求
実
現
・

組
合
加
入
方
針
な
ど
を
提
案
。

単
組
と
部
評
・
共
済
議
員
団

か
ら

16人
が
発
言
、
す
べ
て

の
報
告
・
提
案
が
承
認
・
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
で
は
【
伊
予
】
職
場

懇
談
会
で
声
を
把
握
、
要
求

し
改
善
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
互

い
を
フ
ォ
ロ
ー
し
合
え
る
組

合
の
本
質
的
な
強
さ
を
感
じ

た
。
【
自
治
体
一
般
】
初
参

加
、
職
場
で
よ
り
よ
い
養
育

の
た
め
に
改
善
へ
と
動
く
中

で
、
園
と
考
え
方
に
相
違
が

あ
り
、
昨
年
秋
愛
媛
労
連
へ

の
労
働
相
談
か
ら
自
治
労
連

へ
加
入
。
相
談
で
課
題
が
明

確
に
な
っ
た
。
職
場
を
変
え

て
い
き
た
い
。
【
西
条
】
新

採
加
入
へ
執
行
委
員
＋
近
い

青
年
部
役
員
で
個
別
勧
誘
し

７
割
が
加
入
。
来
年
度
も
青

年
部
で
全
員
加
入
め
ざ
し
活

動
し
た
い
。
【
西
予
】
コ
ロ

ナ
禍
で
活
動
抑
制
さ
れ
、
例

年
以
上
の
要
求
活
動
を
実
施
。

【
今
治
】
組
合
の
役
割
の

1

つ
は
居
場
所
の
提
供
。
居
場

所
の
維
持
向
上
に
努
め
た
い
。

【
四
国
中
央
】
コ
ロ
ナ
対
策

で
昨
年
３
月
上
旬
に
分
散
勤

務
で
有
給
の
強
制
取
得
の
職

務
命
令
を
特
別
休
暇
に
改
善

さ
せ
た
。
【
共
済
議
員
団
】

今
後
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
共
済
加
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
【
新
居
浜
】
コ

ロ
ナ
禍
で
懇
談
会
や
定
期
大

会
等
を
や
り
方
を
変
え
な
が

ら
開
催
。

11月
に
団
体
交
渉

で
初
任
給
改
善
、
子
育
て
支

援
拡
充
な
ど
訴
え
た
。
１
月

29日
新
採
歓
迎
会
実
施
し
新

採
１
人
が
加
入
。
人
員
不
足

が
制
度
を
使
え
な
い
根
本
で

あ
り
、
組
合
で
交
渉
し
て
い

く
。
【
内
子
】
コ
ロ
ナ
禍
で

新
採
勧
誘
で
き
ず
、
職
場
を

ま
わ
り
青
年
部
中
心
に
勧
誘
、

周
り
も
組
合
員
で
全
員
加
入

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
組
織

強
化
拡
大
に
つ
な
が
る
。

【
青
年
部
】
青
プ
ロ
四
国
も

コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
こ
と
を
、

と
前
向
き
に
検
討
。
【
現
業

評
】

12月
県
学
校
給
食
担
当

課
へ
セ
ン
タ
ー
化
、
地
産
地

消
な
ど
も
要
請
。
【
新
居
浜

水
道
】
緊
急
事
態
対
応
へ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な
職
場
で
、

組
織
と
し
て
働
き
や
す
い
職

場
・
環
境
へ
改
善
を
重
視
。

【
周
桑
病
院
】
年
末
に
団
体

交
渉
実
施
。
病
院
側
代
表
が

変
わ
り
、
書
面
回
答
な
ど
前

向
き
に
労
使
関
係
を
改
善
。

【
今
治
水
道
】
職
場
要
求
で

は
退
職
者
の
技
術
継
承
の
点

で
の
理
事
者
見
解
を
求
め
る

要
求
ま
と
め
て
い
る
。
【
新

居
浜
文
体
】
４
月
に
会
計
年

度
職
員
が
は
じ
ま
り
、
非
正

規
職
員
の
一
時
金
を
改
善
さ

せ
た
。
【
女
性
部
】
２
カ
月

に
１
回
幹
事
会
。
定
期
大
会

開
催
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
な
ど

活
動
。
誰
で
も
自
由
に
発
言

で
き
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
め
ざ
し
た
い
。
【
保
育
部

会
】
２
月
県
と
の
懇
談
を
実

施
。
各
単
組
の
要
望
を
踏
ま

え
要
請
し
た
。
な
ど
た
く
さ

ん
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
５
日
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

は
「
総
務
省
要
請
」
を
ｗ
ｅ

ｂ
で
開
催
し
、

14人
（
愛
媛

９
・
高
知
２
・
香
川
３
）
が

愛
媛
県
本
部
に
集
ま
り
参
加
。

総
務
省
か
ら
は
５
人
が
対
応
。

会
計
年
度
任
用
職
員
、
賃
金

等
労
働
条
件
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
「
地
方
の

実
状
」
と
「
職
場
の
声
」
を

伝
え
、
改
善
措
置
を
求
め
ま

し
た
。
最
初
に
、
筒
井
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
議
長
が
「
住
民
の

た
め
に
仕
事
が
で
き
る
職
場
・

労
働
条
件
を
つ
く
る
た
め
の

意
見
交
換
を
」
と
あ
い
さ
つ
。

愛
媛
か
ら
は
５
人
が
具
体
的

事
例
で
質
問
し
対
応
を
求
め

ま
し
た
。
【
今
治
】
愛
媛
４

市
で
は
、
期
末
手
当
を
「
当

面
の
間
２
・
０
月
支
給
」
と

定
め
て
い
る
が
改
善
を
求
め

た
い
。
【
県
本
部
】
会
計
年

任
用
職
員
の
「
施
行
状
況
等

調
査
」
で
は
、
１
週
間
当
た

り
の
勤
務
時
間
が

37時
間

30

分
（
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
１
日

15分
短
い
）
以
上
の
任
用
件

数
が
６
万
件
以
上
、
こ
れ
ら

の
任
用
へ
総
務
省
か
ら
の
助

言
等
は
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

【
西
予
】
手
当
支
給
は
「
地

公
法

24条
」
、
休
暇
は
「
国

の
非
常
勤
職
員
と
の
均
衡
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば

「
扶
養
手
当
未
支
給
」
「
病

気
休
暇
（
無
給
）
」
「
産
前

産
後
休
暇
（
無
給
）
」
な
ど

「
正
規
職
員
と
の
均
衡
」

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
理
由
に
正
規

と
同
一
と
す
る
こ
と
は
差
し

支
え
な
い
か
。
【
内
子
】
県

内
自
治
体
で
は
採
用
が
「
初

級
試
験
」
の
み
の
と
こ
ろ
が

あ
る
。
大
卒
相
当
の
学
歴
保

有
者
や
短
大
卒
が
基
本
と
な

る
保
育
士
な
ど
を
す
べ
て
初

級
試
験
の
採
用
枠
で
の
み
募

集
・
採
用
す
る
こ
と
は
適
切

か
。
【
県
本
部
】
県
内
の
あ

る
自
治
体
で
は
、
課
長
補
佐

と
課
長
補
佐
の
下
の
専
門
員

（
行
一
４
級
）
か
ら
管
理
職

員
等
の
範
囲
と
し
て
い
る
。

職
員
の
半
数
が
管
理
職
員
と

な
っ
て
い
る
が
適
切
か
。

（１） 第５３０号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ３月２０日

第 ５３０ 号

日 程

【３月】

29 松山労連定期大会

自治労連共済理事会

【４月】

５ 伊予市職労組合説明会

10 県本部青年部幹事会

15 宇和島市職連会議

17 県本部拡大執行委員会

・単組代表者会議

四国ブロック青年部常任

委員会・青プロ四国実行委

員会（四国中央）

21 南予総支部代表者会議

23 自治労連中央委員会

【５月】

１ 第92回メーデー

３ 愛媛憲法集会

15 県本部拡大執行委員会

・単組代表者会議

こんな地域と職場をつく

りたい運動全国交流集会

（web）

20 中央行動

22 自治労連中央労働学校

（東京～23）

26 四国ブロック幹事会

（四国中央）

県本部は２月13日午後「2021組織集会」を開催し13単組から25人と本部から石川

書記長・蛯名中執がアドバイザーで参加。全国や県内でとりくまれた「組織強化を含め

た構えをつくる」「新採説明会での工夫」「自治労連共済と一体の拡大のとりくみ」な

ど学習・交流を単組で発展させ、仲間を増やす姿勢を共有することを目的に開催。はじ

めに、森賀副委員長が組織強化拡大方針案を提起。実践報告では①「組合加入実践講座」

②「西条市職労を元気にするために」③「自治労連共済を活用した組織強化拡大」で３

人が活動の教訓やとりくみの経験について報告。

フリー討議では「組合加入の経緯」「単組での

組合加入の呼びかけ方、組合員の協力体制」を

はじめ、「組合での要求活動・経験・体験」な

どの発言がありました。後半は、東・中・南予

総支部単位にわかれて、拡大での単組課題や運

動の経験を共有し、意見を出しあいました。



県
本
部
女
性
部
は
２
月

20

日
幹
事
会
を
開
催
し
６
単
組

７
人
が
参
加
（
ｗ
ｅ
ｂ
参
加

３
人
含
む
）
。
本
部
女
性
部

長
の
田
頭
さ
ん
よ
り

21年
春

闘
の
と
り
く
み
内
容
の
提
起

と
関
連
す
る
情
勢
学
習
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
で
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
に
向
け
て
」
が
あ

り
ま
し
た
。
単
組
で
の
「
子

ど
も
の
出
生
時
の
男
性
の
休

暇
促
進
（
出
生
後
８
週
の
間

に
４
週
の
育
休
）
を
国
議
論

を
先
取
り
し
計
画
に
盛
り
込

ん
で
ほ
し
い
」
「
育
休
取
得

者
が
ス
ム
ー
ズ
に
職
場
復
帰

で
き
る
よ
う
支
援
を
」
な
ど

提
案
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

単
組
の
活
動
で
は
、
「
い
ち

ご
狩
り
」
へ
補
助
予
定
、
育

休
正
規
配
置
問
題
を
改
善
さ

せ
た
、
引
き
続
き
前
進
へ
と

り
く
む
な
ど
、
状
況
を
交
流

し
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
２
月

20

日
幹
事
会
を
開
催
、
５
単
組

６
人
が
参
加
（
ｗ
ｅ
ｂ
参
加

２
人
）
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

報
告
の
後
、

11月
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
部
総
会
で
、
ｗ
ｅ
ｂ

併
用
で
開
催
を
確
認
し
た

「
青
年
部
交
流
企
画
＝
青
プ

ロ
四
国
プ
レ
企
画
」
の
内
容

を
相
談
。
青
年
部
役
員
で
意

見
を
出
し
あ
い
、
コ
ロ
ナ
禍

開
催
な
の
で
、
会
場
を
県
内

２
カ
所
、
午
前
・
午
後
の
長

め
の
１
日
開
催
と
す
る
こ
と

を
決
定
。
午
前
は
「
座
学
＋

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
。
午
後

は
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
「
リ
ア

ル
脱
出
ゲ
ー
ム
」
に
よ
る
レ

ク
企
画
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

交
流
会
の
日
は
高
知
と
同
日

６
月

19日
で
調
整
。
ま
た
新

採
職
員
向
け
青
年
部
歓
迎
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
今
年
も
作
成

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
は
２

月

20日
幹
事
会
に
６
人
が
参

加
。
学
習
と
し
て
「
特
養
あ

ず
み
の
里
・
業
務
上
過
失
致

死
事
件
」
の
裁
判
解
説
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
観
賞
。
「
日
常
業
務
で

は
、
こ
の
裁
判
の
よ
う
な
場

面
は
誰
で
も
起
こ
り
う
る
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
職
場
報
告
で
は
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
準
備
が
整
い
つ

つ
あ
る
。
介
護
職
場
の
職
員

の
方
が
医
療
従
事
者
に
比
べ

て
行
動
制
限
が
厳
し
い
、
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
「
コ
ロ
ナ
病
棟
勤

務
の
医
療
従
事
者
は
危
険
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
施
設
へ
派

遣
さ
れ
た
介
護
労
働
者
は
手

当
の
対
象
な
の
か
」
と
い
っ

た
質
問
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
当
直
勤
務
」
に
関
し

「
深
夜
時
間
帯
（

22時
か
ら

翌
５
時
）
の
実
働
分
し
か
労

働
時
間
と
認
め
ら
れ
て
い
な

い
」
「
日
勤
→
当
直
→
日
勤

と

30時
間
以
上
の
拘
束
勤
務

の
と
き
が
あ
る
」
な
ど
類
似

課
題
が
複
数
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
次
回
幹
事
会
で
「
当

直
勤
務
」
に
関
し
学
習
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
洲
市
職
は
２
月

19日
、

定
期
大
会
を
開
催
。
は
じ
め

に
、
門
多
委
員
長
よ
り
「
大

洲
市
で
働
く
職
員
の
声
を
理

事
者
に
伝
え
る
組
合
の
存
在

は
必
要
不
可
欠
。
今
後
組
合

の
役
割
を
さ
ら
に
発
揮
す
る

た
め
に
組
織
拡
大
が
重
要
。

要
求
活
動
と
合
わ
せ
た
組
織

拡
大
・
強
化
を
め
ざ
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
経
過
報
告
で

は
、
執
行
委
員
会
・
し
ゃ
べ

り
場
の
定
期
開
催
で
、
職
場

の
課
題
や
労
働
条
件
の
意
見

交
換
が
で
き
「
組
合
員
の
声
」

で
要
求
交
渉
を
行
っ
て
き
た

こ
と
を
報
告
。
運
動
方
針
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ニ
ュ
ー

ス
を
配
布
す
る
た
め
、
積
極

的
に
職
場
を
訪
問
し
、
組
合

の
存
在
を
知
ら
せ
、
要
求
と

組
織
拡
大
を
一
体
で
運
動
を

進
め
る
こ
と
を
提
案
。
予
算
・

役
員
提
案
な
ど
全
議
案
が
承

認
さ
れ
、
役
員
で
は
門
多
委

員
長
が
退
任
し
、
新
た
に
兵

頭
委
員
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

今
治
市
職
女
性
部
は
２
月

５
日
「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
」

を
開
催
し

20人
が
参
加
。
好

み
の
デ
ザ
イ
ン
キ
ッ
ト
を
各
々

で
選
び
、
感
染
対
策
か
ら
、

５
人
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

作
業
開
始
。
ほ
と
ん
ど
の
参

加
者
が
未
経
験
で
、
講
師
の

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
黙
々

と
作
業
す
る
人
、
ま
わ
り
と

冗
談
交
え
作
業
す
る
人
と
終

始
な
ご
や
か
ム
ー
ド
で
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
が
仕
上
が
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
初

め
て
作
り
ま
し
た
。
か
わ
い

く
で
き
た
の
で
早
速
つ
け
て

帰
り
ま
す
」
「
コ
ロ
ナ
禍
で

す
が
、
久
々
に
み
ん
な
と
集

ま
っ
て
話
せ
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

県
本
部
保
育
部
会
は
２
月

10日
「
県
子
育
て
支
援
課
懇

談
（
通
算

11回
目
）
」
を
実

施
。
県
担
当
課
へ
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
な
ど
、
保
育
園
の
開
閉
所

基
準
や
対
応
。
②
職
員
の
業

務
量
把
握
・
労
働
時
間
の
管

理
徹
底
・
休
憩
時
間
確
保
。

③
書
類
の
簡
素
化
の
推
進
。

④
配
置
基
準
の
見
直
し
な
ど

を
要
請
。
続
け
て
参
加
者
が

保
育
施
設
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
状
況
で
「
保
育
士
の
マ
ス

ク
は
自
己
調
達
と
な
っ
て
い

る
」
と
伝
え
る
と
、
担
当
課

は
「
感
染
対
策
で
国
か
ら
各

施
設
へ
補
助
金
が
交
付
さ
れ

て
い
る
。
マ
ス
ク
調
達
な
ど

で
の
活
用
を
前
提
と
し
て
い

る
の
に
」
と
驚
い
た
様
子
で

話
す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
「
保
育
現
場
で
は
人

員
不
足
が
深
刻
で
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。
県
独
自
の
保

育
士
確
保
支
援
策
を
」
な
ど

意
見
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

■
「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
て
日
本
に
も
感
染
が

広
ま
っ
て
か
ら
１
年
に
な
り

ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
て
健
康
志
向
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
！

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
医
療
従
事
者
の
皆
様
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
一
日

も
早
く
安
心
し
て
生
活
で
き

る
日
が
来
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
鎌
田
）

■
少
し
暖
か
く
な
っ
て
き
た

か
な
、
と
思
い
始
め
た
矢
先

に
今
日
は
雪
が
降
っ
て
き
て
、

気
温
の
温
暖
差
に
身
体
も
気

持
ち
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
子
ど
も
の
頃
、
コ
タ
ツ
の

中
に
全
身
を
入
れ
て
寝
る
の

が
好
き
で
し
た
。
大
人
に
な
っ

た
今
、
子
ど
も
の
頃
と
同
じ

こ
と
を
し
て
も
、
コ
タ
ツ
に

全
身
が
入
る
は
ず
も
な
く
、

ま
た
寝
返
り
も
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
、
あ
の
心
地
よ
さ
を
味

わ
え
な
い
。
そ
う
思
い
な
が

ら
コ
タ
ツ
で
酎
ハ
イ
と
つ
ま

み
を
食
べ
、
ま
た
違
っ
た
心

地
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
眠
り

に
つ
き
ま
し
た
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
今
年
度
で
退
職
し
ま
す
。

毎
日
、
弁
当
を
作
っ
て
く
れ

た
妻
に
感
謝
。
ま
だ
仕
事
を

し
て
い
る
妻
に
弁
当
を
作
っ

て
あ
げ
ま
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
毎
日

20分
ほ
ど
の
距
離
を

バ
イ
ク
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。

冬
の
時
期
は
非
常
に
寒
い
で

す
が
、
そ
れ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
バ
イ
ク
が
好

き
で
す
。
た
だ
、
冬
の
雨
は

心
が
折
れ
ま
す
。

（
西
条
・
中
島
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３０号

２０２１年 ３月２０日

■
５
２
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
フ
ヨ
ウ
フ
キ
ュ
ウ
」

（
不
要
不
急
）
で
し
た
。
正

解
は

22通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

前
田

唯
（
新
居
浜
）

白
石
正
希
（
今

治
）

渡
邊
久
美
子
（
西

予
）

新
家
養
剛
（
新
居
浜
）

久
保
田
敬
子
（
新
居
浜
社
協
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
５
３
２
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①物事の極限から転じて絶対に。断じて。

「○○○○○○しない」

④機能を生かして用いること。活用

⑦初めて戦場に出ること。初試合など。

○○○○を飾る

⑧○○○○⇔外在

⑨今日は次々魚が釣れる

【タテのカギ】

①これ以上ない。「○○○○○○幸せ」

②尿の生成を促進し、尿量を増加させる薬剤

③○○つ、○○きしてい、れん○○い

⑤ゲーム「ウイニングイレブン」の略

⑥宮城県の県庁所在地の市名

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

退
職
や
定
年
後
の
生
活
の
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


